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Abstract

This study aimed to examine the essential quality of the attachment to the primary caregiver of 2-year-old children

with communication problems, especially on the basis of Bowlby’s attachment principal. For this purpose, we firstly

examined the precise events which causes each child’s anxiety, then we investigated if the child show attachment

behavior when aroused their anxiety by the events. Also, we analyzed how each mother-child interaction influenced

their attachment relationships. The result suggested that every child showed attachment behavior in their own crisis.

However the time it took for the children to recover and the way how they do was depending on the case, especially on

the details of the mother-child interaction.
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1 問題と目的

対人相互コミュニケーションの発達に問題を

抱えている神経発達障害に自閉スペクトラム症

（ASD : Autism spectrum disorder）がある。ASD

は社会的コミュニケーションの持続的な問題

と，限定的・反復的な行動や興味によって特徴

づけられ，その問題は社会適応に重大な問題を

もたらすものであり，発達早期の段階で出現す

るとされている（DSM-5 : APA, 2013）。乳幼児

期の ASD に見られる他者への傾性の低さや，

よく泣く，自傷行為，強いこだわり等の行動は

養育者を困惑させ（山本・楠本，2007；西村・

高野，2020），親子関係構築を困難にする場合が

多い（小林ら，2002；坂口･別府 ,2007）。このよ

うな背景から，ASD児とその養育者に対する有

効な関係性構築支援の確立に関心が向けられて

いる（尾崎，2014）。

発達心理学において，親子の関係性構築の始

まりはアタッチメント（Attachment : Bowlby,

1969）という概念を用いて検討される。Bowlby

（1969）の定義によると，アタッチメント行動と

は，「何らかの外的事象によって不安が喚起さ

れた時に」，「特定他者へ定位・発信する」行動

を意味する。乳幼児は，自ら発信したアタッチ

メント行動に対して養育者が適切に反応しなだ

めてくれることで，不安を鎮め再び安心して外

界の探索を開始することができる。こうした原

初的な親子の相互関係を土台として発達ととも

に緩やかに形を変えながらも，ある程度一貫し

た親子の関係性が構築されていく。従って，親

子の関係性構築支援を考える際には，乳幼児期

のアタッチメント形成の様相を明らかにするこ

とが不可欠であるといえる。

ASD児に関する研究においては，アタッチメ

ント形成が可能であることが一貫して示されて

きた（Capps et al., 1994; Willemsen-Swinkels et al.,

2000）。一方で，安定型アタッチメントの割合

やアタッチメント形成に寄与する要因に関して

は，必ずしも一貫した結果が得られていない

（Rutgers et al., 2004; Baker, 2010; van Ijzendoorn

et al., 1999）。このような先行研究における問題

点として，筆者は大きく以下の 2点を挙げる。

1つめは，方法論の問題である。ASD児につ

いての先行研究の多くは，SSP : Strange

Situation Procedure（Ainsworth, 1978）という代

表的なアタッチメント測定法を用いて行われて

きた（Capps et al., 1994）。つまり，“母子分離に

よって不安を感じた”子どもが再会時に“母親

にどのように近接し不安を鎮めることができる

か”を測定することで対象児のアタッチメント

の安定性を捉えようとしてきた。しかし，認知

や情動の発達に特異性を持つ ASD児において

は，SSPの設定が必ずしも不安を喚起するとは

限らない（伊藤，2002）。また，不安定や無秩序

と捉えられる行動が，思考や情動の切り替えの

苦手さや回避的な行動傾向に由来する可能性も

考えられる（山本・楠本，2007）。ASD児が何に

よって不安を感じどのように養育者を利用して

安心を取り戻すかは個々の ASD 児によって

様々である可能性が考えられ，SSPは ASD児

の Bowlbyが元来提唱してきたアタッチメント

を捉え切れていない可能性がある。
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2 つめは，先行研究は ASD児のアタッチメン

トの質や形成に関わる要因について，集団とし

ての傾向を明らかにしようとしてきたが一貫し

た結果が得られていない点である。一括りに

ASDといっても，その症状は限定的ではなく類

縁の病態が連続して広範にわたることが知られ

ている（Wing, 1997）。また，環境との相互作用

によりその状態像は変わり得るものである（千

住，2012）。アタッチメントは元来，二者間の相

互作用の帰結として築かれる関係性に着目して

捉えられるべき概念であることを鑑みると（遠

藤，2021），個々の症状や養育者との相互作用の

在り方によって，アタッチメントの質や形成過

程は様々な様相を呈する可能性が考えられる。

従って，ASD児のアタッチメントの質や形成に

関わる要因を明らかにするためには，個々の親

子ペアの相互作用に着目し，個別の事例におけ

るアタッチメント形成過程を明らかにする必要

がある。

以上より，筆者は本研究において Bowlbyの

本来の定義に立ち返り，［研究 1］個々の対象児

にとっての固有の具体的な不安喚起要因を明ら

かにすること，［研究 2］研究 1 で明らかとなっ

た各対象児の不安喚起場面において，対象児が

養育者との関係性を通して安心を得て再び探索

に出る姿（Bowlbyが定義したアタッチメント）

が見られるかどうかを明らかにすること，［研

究 3］それぞれの母子ペアの相互作用の在り方

が，研究 2 で捉えたアタッチメント関係にどの

ような影響を及ぼしているかについて検討する

ことを目的とした。

2 方法

2.1 対象者

本研究の対象者は，A自治体の発達センター

を利用している 2 歳児男児 8 名とその母親で

あった。対象児のうち，母親による主訴と児の

発達状況，医師，心理士の見解を踏まえ，知的

障害がなく，特に対人コミュニケーションの発

達に課題を有し，行動・活動・興味に限定的な

様子が見られる 5名を分析対象とした。分析対

象児の中に ASDの確定診断を受けている者は

いなかった。また，対象児が今後 ASDの確定

診断を受ける可能性について，現時点において

明言することはできない。しかし，近年 ASD

がスペクトラムの概念として捉えられており，

その状態像は多様性かつ可変性を有するもので

あるとされていることに鑑みると（千住，2018），

現時点での対象児のアタッチメントの様相を明

らかにすることは ASDのアタッチメント研究

に寄与すると筆者は考える。

2.2 倫理的配慮

研究協力施設の施設長に研究の目的・方法・

結果の利用について説明し，文書による承諾を

得た。また，観察対象とするグループに参加す

る保護者全員に同様の説明を行い，研究参加は

個人の自由意志によるものであること，いつで

も同意の撤回を行うことができること等を説明

し，全員から文書による承諾を得た。本研究は，

筆者の所属大学の倫理審査の許可を得たもので

ある（審査番号 21-16）。

2.3 観察場面

A自治体の発達センター内で行われているグ

ループ療育場面（約 90 分）における母子の相互

作用場面の自然観察を行った。1 グループにつ

き 4組の母子と 4 名の支援者が参加していた。

療育は各グループとも週 1 回，全 12 回行われ，

そのうち各 3回について観察を行った。観察者
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は部屋の隅でビデオカメラを撮影しながら観察

を行った。観察者のビデオカメラの他に定点カ

メラを 1台設置し，室内全体の様子を記録した。

観察記録は合計で約 540 分であった。

2.4 研究者と研究協力施設・研究対象者との

関係性

筆者は，大学院生でありながら週 2 回非常勤

心理士として研究協力施設に勤務している。観

察対象となったグループ療育の関係スタッフと

は良好な関係を築いており，療育の目的や設定，

スケジュール，参加親子の基本情報等に関して

日頃から十分に情報を共有していた。また，対

象者である母親たちは協力施設に対し信頼感を

持っていた。筆者のグループへの参入について

も快諾して下さり，研究開始前から研究終了後

まで好意的に関わって下さった。研究中はス

タッフの協力もあり，ビデオの設置や観察者が

動画撮影を行うことによる対象者への影響をで

きる限り小さくすることができた。

2.5 分析

対象者のグループ療育の参加状況や養育者の

変更（最も主たる養育者は母であるが父が療育

に同伴したなど）を考慮し，全参加者が同じ条

件で参加した各グループ 1回ずつ（90 分）を分

析の対象とした。分析の手順は以下のとおりで

あった。

① 不安喚起場面を取り出し，動画を逐語記録

に変換し詳細に記述した。不安喚起場面の定義

は，「ある事象をきっかけとした主体的な活動

の停止・停滞が見られる」場面とした。具体的

には次のような場面を取り上げた：［外在化行

動］進行中の活動を停止・停滞させるように動

き回る・物を乱暴に扱う・大声を出す，［内在化

行動］遊びをやめる，進行中の活動に逆行する

ようにその場を離れる・体の向きを変える，進

行中のポジティブ感情（笑顔・明るい声）に逆

行するようにネガティブ感情（笑顔や発声の消

失・指をくわえる etc...）を示す。逐語記録は

以下の 5点について詳細に記述した。［1］不安

喚起前の子どもの行動と背景，［2］不安喚起の

契機となった状況，［3］不安喚起時の子どもの

行動，［4］子どもの行動に対する養育者の行動，

［5］その後の子どもの情動の変化。

② 不安喚起要因をカテゴライズした後，各カ

テゴリーについて全ての場面を抽出し，そのカ

テゴリー場面における不安喚起頻度を調べ，頻

度が高いものを不安喚起要因とみなした。

③ 対象児の探索時における親子の相互作用に

ついて，動画を逐語記録に変換し詳細に記述し

た。特に，探索時の対象児の行動・母親に対す

る行動・発声・視線，母親の対象児に対する行

動について具体的に記述した。

④ ③が①②で分析した対象児のアタッチメン

トに及ぼす影響について分析した。また，観察

時間外に母親から聞き取った話の内容も分析の

対象とした。

3 結果と考察

3.1 [研究 1]

表 1 に各対象児の不安喚起要因を示す。対象

児の不安喚起要因は様々であったが，『母親と

の距離が離れる』『Strangerの存在』『Strangerか

らの関わり』『新規の物・遊び』『物の状態変化』

『遊びの失敗』『危険・痛み』『行動を制される』

の大きく 8つのカテゴリーに分類された。

また，各カテゴリーが出現する場面を全て抽

出し不安喚起頻度を調べたところ，同じカテゴ

リー場面でも対象児の不安が喚起される場合と
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されない場合があった。例えば『Strangerの存

在』に関しては，Strangerが「進行方向にいる」

場合は不安喚起頻度は 50％にとどまったが，

「向かって来る」場合の不安喚起頻度は約 82％

であった。また，『Strangerからの関わり』に関

しては，「対象児の関心に添わない関わりや唐

突な関わり」の場合の不安喚起頻度は 56％で

あったのに対し，「児の関心に添ったサポーティ

ブな関わり」であった場合の不安喚起頻度は約

2％であった。さらに，『物の状態変化』に関し

ては，「提示される」場合には 100％不安が喚起

された一方，「自分の操作の結果」であった場合

には不安は喚起されなかった。これらの結果を

総合して対象児の不安喚起要因を概観すると，

対象児自身が見通しを持つことができない状

況，能動的に関わることが難しい状況において

不安が喚起されやすい可能性が考えられた。

また，対象児が見通しを持って能動的に関わ

ることができず不安が喚起される状況は，一般

的に想定される状況よりもかなり些細なことや

意外なことである場合があった。例えば，

『Strangerからの関わり』では，Strangerが好意

的に話しかける場面，「できた！」と言って拍手

をする場面などがあった。『新規の物・遊び』で

は，室内の配置が以前と違っている場面，見た

ことはあるが初めて遊ぶ場面などがあった。

『物の状態変化』としては，新聞紙をビリビリと

破く様子を見る場面，『遊びの失敗』としては，

積み上げていた積木が倒れそうになる場面等が

抽出された。つまり，一般的には好意的な関わ

り方や，物理的な小さな変化，一般的に幼児が

喜びそうな遊びであっても，対象児にとっては

不安喚起要因となる場合があった。

3.2 [研究 2]

表 2 に，各対象児のアタッチメント行動の具

体的エピソード例を示す。全ての対象児におい

て，それぞれの不安喚起要因による不安喚起時

に養育者に物理的に近接し養育者との相互作用

を通して安全の感覚を回復する姿が見られた。

しかし，対象児が安全の感覚を取り戻して再び

探索を始めるまでの時間や様子はいつも同様で

はなく，場面ごとに個別的であり状況依存的で

あった。
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また，対象児がアタッチメント行動を示した

場面は必ずしも母子分離場面とは限らず，前節

で述べたような様々な場面があった。この結果

は，SSPのような従来の手法を用いた測定にお

いては，ASD傾向のある児のアタッチメントを

必ずしも捉えることができないとする筆者の主

張を支持するものであった。

3.3 [研究 3]

3.3.1 母子相互作用とアタッチメントの質

対象児が母親に対して何らかのアタッチメン

ト行動を示した際，安全の感覚を取り戻して再

び探索を始めるまでの時間や様子は，不安喚起

要因の対象児にとってのインパクトや，母親と

の相互作用の内容によって異なる様相を示し

た。従って，1 回のアタッチメント場面のみか

ら対象児のアタッチメントについて「安定型で

ある」とか「不安定型である」などと評価しよ

うとすると，対象児のアタッチメントの本質を

見誤る可能性があると考えられた。一時点の行

動のみから判断するのではなく，ある程度の時

間の流れの中で，複数のアタッチメント場面に

おける親子の様相を捉えることで初めて親子の

関係性が見えてきた。また，その中に，ASDの

特性ゆえにアタッチメント形成を難しくしてい

ると考えられるいくつかの要因が見出された。

3.3.2 事例検討

[C1 の場合］

観察場面の始めは“安定型の”アタッチメン

トを示していたが，次第に母親に近接したまま

離れなくなり，探索活動に従事することができ

ない時間が長く続くようになった。決して母親

に対してアンビバレントな感情をぶつけるわけ

ではないが，過度に母親と近接していることに

執着している点においては“アンビバレント型”

に分類される行動だったといえるかもしれな

い。

観察結果からその経過を詳細に分析すると，

「C1 が遊び始める」→「母親は C1 から離れよ

うとする」という相互作用のパターンが繰り返

し見られた。このパターンが何度か繰り返され

るうちに，C1 は母親が自分から離れようとす

る様子を敏感に察知するようになり，母親が少
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しでも動こうとすると瞬時に気づいてくっつく

ようになった。さらに分析を進めると，このパ

ターンは，「C1 が母親にくっついたまま遊ばな

い」→「母親は新たな遊びを求めて移動する・

C1 に新たな遊びを提示する」といったもう 1

つの相互作用パターンにつながっていることが

見出された。ウレタン積木を目前にして母親に

くっついたまま遊ばない C1 の様子をじれった

く感じてしまう母親は，次々に別の遊びを探し

て何とか C1 を遊ばせようとするのであった。

記録を更に詳細に分析すると，C1 は本来，観察

場面を通して一貫してウレタン積木を並べて遊

びたいという思いがあったことがわかる。母親

が別の遊びを求めて移動している際，C1 は時々

ウレタン積木を小さく指さしたり，母の腰のあ

たりを押して“自分が行きたいのはそちらの方

向ではない”ということを伝えようとしていた。

しかし，母親は C1 のサインが弱く不明瞭なた

め C1 の気持ちに気づかず，何とか C1 が楽し

める遊びを探そうと躍起になった。「C1 がサイ

ンを出す」→「母親はサインに気づかず次の遊

びを探す」といった相互作用が繰り返された結

果，C1 は母親に自分の願望を伝えることを諦

め，母親にくっついたまま遊ぼうとしなくなっ

た。要するに，一定時間の母子の相互作用の分

析の結果，両者の間でボタンの掛け違えが生じ

ていることが見て取れた。

3.3.3 対象児の特性と養育者の敏感性

一般的に，養育者の敏感性（子どもの気もち

や要求に敏感に気づく性質）がアタッチメント

の安定性に寄与することが知られている

（Ainsworth, 1978）。この一般原則に基づいて

C1 の事例を概観すると，母親は C1 が遊び始め

たとたんに離れようとする，C1 のサインや願

望をうまく汲み取ることができない，つまり，

母親の敏感性が低いために子どもは不安定なア

タッチメントパターンを呈していると解釈され

得るかもしれない。しかし，観察時間外におけ

る母親による語りから，ともすれば敏感性が低

いと評価され得る母親の行動は必ずしも母親に

元来備わった性質や資質ではない可能性が示唆

された（図 1）。母親の行動の背景には，C1 が

乳児期からずっと人見知りや場所見知りが激し

く対応に苦慮してきたという対象児との相互作

用の歴史から形成された観念があることが明ら

かとなった。

また，現在においては，観察結果にあるよう

に，対象児の発信の弱さや特定の活動に一般的

に想定し難い程に固執する傾向のため，通常の

子育てに比べて母親が子どもの要求に気づきに

くい可能性があると考えられた。

つまり，ASD傾向のある子どもが乳幼児期に

呈する様々な特異的な行動は，元来十分に高い
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図 1 母親の語り

「2〜3 か月ぐらいのときから同じぐらいの

子とマンションで会ったりするようになった

ときに，もう，一人ずっと泣いていて」

「『慌てなくていい』って周りの方は言って

くれるんですけど，やっぱり離れてほしいと

いうか遊んでほしいってどうしても思っ

ちゃって。やっぱり焦る気持ちとか，この時

間内で遊んでほしいって。（中略）もうそれ

がずっとなので，そういう気持ちが染みつい

ちゃって。（中略）絶対できるのに，好きなの

になって思うことがすごいあって，でも，な

んかやらないと，できるのに勿体ないと思っ

ちゃうのがすごいあって。」



可能性がある養育者の敏感性（van Ijzendoorn,

M. H. et al., 2007）にネガティブな影響を与え，

アタッチメント関係構築の基盤となる母子の相

互作用にミスマッチをもたらす場合があること

が明らかとなった。

4 総合考察

本研究の結果より，コミュニケーションの発

達に課題を抱える子どもの母子関係構築支援に

おいては，専門家等の第三者がそれぞれのペア

の相互作用のミスマッチを紐解き，子どもの行

動の背景にある本当の気持ちは何なのか，養育

者の何気ない行動が子どもにどのような影響を

与えているか等に関して養育者に気づきを与

え，理解を促す必要があると筆者は考える。ま

た，その際，子どもの不安を喚起する具体的事

象をなおざりにすることなく丁寧に捉えるとと

もに，子どもが本来実現させたいと考えている

事が何なのかを想像し，安心してそれに向かう

ことができるよう，環境を整えていくことが重

要であると考える。
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